
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
スイッチオフ可能な区間ケーブル（１）を備え、この区間ケーブル（１）に複数の分岐路
（Ａ１～Ａ６）が接続可能であり、これらの分岐路がそれぞれ対応する分岐路保護装置（
ＡＧ１～ＡＧ６）により障害の発生を監視される放射状電気回路網の障害識別のための方
法において、
区間ケーブル（１）に接続されている分岐路（Ａ１～Ａ３）に対応する各分岐路保護装置
（ＡＧ１～ＡＧ６）から、障害が区間ケーブル（１）上に位置しているとき、またはこの
分岐路（Ａ１～Ａ３）上に位置していると識別されているとき、少なくとも１つの障害方
向信号が中央の制御装置（４０）に送られ、
分岐路保護装置（ＡＧ１～ＡＧ６）の少なくとも１つから、障害が区間ケーブル（１）上
に位置しており、またすべての分岐路（Ａ１～Ａ３）がスイッチオフされているとき、少
なくとも１つの障害信号が中央の制御装置（４０）に送られ、
中央の制御装置（４０）により、受信された障害信号および受信された障害方向信号をも
とにして、障害を生じていると識別された分岐路（Ａ１～Ａ３）または区間ケーブル（１
）上の障害が突きとめられ、また
障害を生じていると識別された分岐路（Ａ１～Ａ３）において、そのスイッチオフが分岐
路に対応する分岐路保護装置（ＡＧ１～ＡＧ６）により行われるか、または障害の際に中
央の制御装置（４０）から区間ケーブル（１）上に区間ケーブル（１）のスイッチオフが
レリーズされる
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ことを特徴とする放射状電気回路網の障害識別のための方法。
【請求項２】
区間ケーブル（１）上の障害が、その給電端（３）に設けられ最初はブロックされている
区間ケーブル保護装置（ＳＧ１）により検出され、この区間ケーブル保護装置から障害識
別信号が中央の制御装置（４０）に送られ、また
中央の制御装置（４０）から区間ケーブル（１）上に位置している障害の際にレリーズ信
号がブロックされている区間ケーブル保護装置（ＳＧ１）に送られることを特徴とする請
求項１記載の方法。
【請求項３】
最初はブロックされている区間ケーブル保護装置（ＳＧ１）により障害の生起を監視され
る区間ケーブル（１）を備え、この区間ケーブル（１）に複数の分岐路（Ａ１～Ａ３）が
接続可能であり、これらの分岐路がそれぞれ対応する分岐路保護装置（ＡＧ４～ＡＧ６）
により障害の発生を監視される放射状電気回路網の障害識別のための方法において、
区間ケーブル（１）に接続されている分岐路（Ａ１～Ａ３）に対応する各分岐路保護装置
（ＡＧ１～ＡＧ６）から、障害が区間ケーブル（１）上に位置しているとき、またはこの
分岐路（Ａ１～Ａ３）上に位置していると識別されているとき、少なくとも１つの障害方
向信号が中央の制御装置（４０）に送られ、
区間ケーブル保護装置（ＳＧ１）から、障害が区間ケーブル（１）上に位置しているとき
、少なくとも障害識別信号が中央の制御装置（４０）に送られ、
中央の制御装置（４０）により、受信された障害信号および受信された障害方向信号をも
とにして、障害を生じていると識別された分岐路（Ａ１～Ａ３）または区間ケーブル（１
）上の障害が突きとめられ、また
障害を生じていると識別された分岐路（Ａ１～Ａ３）において、そのスイッチオフが分岐
路に対応する分岐路保護装置（ＡＧ４～ＡＧ６）により行われるか、または障害の際に中
央の制御装置（４０）から区間ケーブル（１）上にレリーズ信号がブロックされている区
間ケーブル保護装置（ＳＧ１）に送られる
ことを特徴とする放射状電気回路網の障害識別のための方法。
【請求項４】
方法をレリーズする励起以降に区間ケーブル保護装置（ＳＧ１）が励起以降の第１の待ち
時間Ｔ１の後に、またなお存在している障害の際には固有のブロッケードの取消のもとに
区間ケーブル（１）をスイッチオフすることを特徴とする請求項２または３記載の方法。
【請求項５】
区間ケーブル（１）が変換装置（２）により給電され、分岐路保護装置（ＡＧ１～ＡＧ６
）が同じく最初はブロックされており、その際に
中央の制御装置（４０）から、少なくとも障害が生じている分岐路（Ａ１～Ａ３）におい
て変換装置（２）が、区間ケーブル（１）に与えられている電圧が０に調節されるように
駆動され、また続いて
中央の制御装置（４０）から、レリーズ信号が、障害の生じている分岐路（Ａ１～Ａ３）
に対応する分岐路保護装置（ＡＧ１～ＡＧ６）に送られる
ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１つに記載の方法。
【請求項６】
方法をレリーズする励起以降に各分岐路保護装置（ＡＧ４～ＡＧ６）が励起以降の第２の
待ち時間Ｔ２の後に、それに対応する分岐路（Ａ１～Ａ３）上に位置していると識別され
た障害の際には固有のブロッケードの取消のもとにそのスイッチオフをレリーズすること
を特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項７】
第１の待ち時間Ｔ１が第２の待ち時間Ｔ２よりも長いことを特徴とする請求項４または６
記載の方法。
【請求項８】
区間ケーブル（１）が可変の作動周波数を有する作動電圧により給電されることを特徴と
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する請求項１ないし７のいずれか１つに記載の方法。
【請求項９】
磁気浮上軌道走行区間（１７）であって、各分岐路（Ａ１～Ａ３）が磁気浮上軌道走行区
間（１７）の特定のセクション（１４、１５、１６）に対応付けられている多相のロング
ステータ（７、８、９）の１端（４、５、６）と接続されており、またセクション（１４
、１５、１６）を能動化するため相応の分岐路（Ａ１～Ａ３）が区間ケーブル（１）に接
続され、またロングステータ（７、８、９）の他方の端（１０、１１、１２）が星形に接
続される磁気浮上軌道走行区間において使用することを特徴とする請求項１ないし８のい
ずれか１つに記載の方法。
【請求項１０】
磁気浮上軌道走行区間（１７）上に存在する磁気浮上軌道（１８）の走行方向（１９）に
相応して考察して順次能動化すべき２つのロングステータ（７、８、９）が相応の分岐路
（Ａ１～Ａ３）の接続により同時に区間ケーブル（１）に接続されており、その際にロン
グステータ（７、８、９）の最初に能動化すべきもののみが星形に接続されることを特徴
とする請求項９記載の方法。
【請求項１１】
スイッチオフ可能な区間ケーブル（１）を備え、この区間ケーブル（１）に複数の分岐路
（Ａ１～Ａ３）が接続可能であり、これらの分岐路にそれぞれ分岐路保護装置（ＡＧ１～
ＡＧ３）が対応し、分岐路保護装置（ＡＧ１～ＡＧ３）は中央の制御装置（４０）とデー
タ伝送のために接続されている放射状電気回路網の障害識別のための装置において、
各分岐路保護装置（ＡＧ１～ＡＧ３）が、対応する分岐路（Ａ１～Ａ３）上に位置してい
ると識別された障害の際に、または対応する分岐路（Ａ１～Ａ３）が接続されている際に
区間ケーブル（１）上に生ずる障害の際に障害方向を検出するための手段（２９、３０、
３１）と、中央の制御装置（４０）へ障害方向信号を送り出すための手段（３５、３６、
３７）と、さらに対応する分岐路（Ａ１～Ａ３）のスイッチオフをレリーズするための手
段（３２、３３、３４）とを有し、
分岐路保護装置（ＡＧ１～ＡＧ６）の少なくとも１つが、スイッチオフされた対応する分
岐路（Ａ１）の際に区間ケーブル（１）上の障害を識別するための手段（２０）と、中央
の制御装置（４０）へ障害信号を送り出すための手段（３５）とを有し、
中央の制御装置（４０）が、障害を生じていると識別された分岐路（Ａ１～Ａ３）または
区間ケーブル（１）上の障害を受信された障害方向信号および受信された障害信号から突
きとめるための手段（４１）を有し、また区間ケーブル（１）のスイッチオフをそこに存
在する障害の際にレリーズするための手段（４２）を有する
ことを特徴とする放射状電気回路網の障害識別のための装置。
【請求項１２】
区間ケーブル（１）の１端（３）に区間ケーブル保護装置（ＳＧ１）が対応付けられ、こ
の区間ケーブル保護装置が中央の制御装置（４０）と接続され、ブロックされた状態に移
行可能であり、また区間ケーブル（１）上の障害の際に中央の制御装置（４０）に障害識
別信号を送り出すための手段（５０）を有し、
中央の制御装置（４０）がレリーズ信号を発生するための手段（４２）と区間ケーブル保
護装置（ＳＧ１）に送り出すための手段（３９）とを有する
ことを特徴とする請求項１１記載の装置。
【請求項１３】
スイッチオフ可能な区間ケーブル（１）を備え、その給電端（３）に区間ケーブル保護装
置（ＳＧ１）が対応付けられ、区間ケーブル（１）には複数の分岐路（Ａ１～Ａ３）が接
続可能であり、分岐路（Ａ１～Ａ３）にはそれぞれ分岐路保護装置（ＡＧ４～ＡＧ６）が
対応付けられ、分岐路保護装置（ＡＧ４～ＡＧ６）は中央の制御装置（４０）とデータ伝
送のために接続されている放射状電気回路網の障害識別のための装置において、
区間ケーブル保護装置（ＳＧ１）がブロックされた状態に移行可能であり、区間ケーブル
（１）上の少なくとも１つの障害を識別するための手段（４９）と、中央の制御装置（４
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０）へ障害識別信号を送り出すための手段（５０）とを有し、
各分岐路保護装置（ＡＧ４～ＡＧ６）が、対応する分岐路（Ａ１～Ａ３）上に生ずる障害
の際に、または接続されている対応付けられた分岐路の際に区間ケーブル（１）上に生ず
る障害の際に、障害方向を検出するための手段（２９、３０、３１）と、中央の制御装置
（４０）へ障害方向信号を送り出すための手段（３５、３６、３７）とを有し、
中央の制御装置（４０）が、受信された障害方向信号および受信された障害認識信号をも
とにして、障害を生じている分岐路または区間ケーブル（１）上の障害を突きとめるため
の手段（４１）を有し、また
中央の制御装置（４０）が区間ケーブル保護装置（ＳＧ１）においてレリーズ信号を形成
し送り出すための手段（４２、３９）を有する
ことを特徴とする放射状電気回路網の障害識別のための装置。
【請求項１４】
区間ケーブル保護装置（ＳＧ１）が保護タイマー（５３）を有し、この保護タイマーを介
して、なお存在している障害の際に区間ケーブル（１）のスイッチオフをレリーズするた
めに励起以後に経過する第１の待ち時間（Ｔ１）が設定されていることを特徴とする請求
項１２または１３記載の装置。
【請求項１５】
分岐路保護装置がブロックされた状態に移行可能であり、中央の制御装置（４０）が区間
ケーブル（１）の給電端（３）と接続されている変換装置（２）を設けられており、
中央の制御装置（４０）が変換装置（２）と接続されている手段（４３）をその駆動のた
めに有し、また分岐路保護装置（ＡＧ１～ＡＧ６）においてレリーズ信号を形成して送り
出すための手段（４２、３９）を有する
ことを特徴とする請求項１１ないし１４のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１６】
各分岐路保護装置（ＡＧ１～ＡＧ６）がレリーズタイマー（５７、５８、５９）を有し、
このレリーズタイマーを介して、対応する分岐路（Ａ１～Ａ３）のスイッチオフをそこに
存在している障害の際にレリーズするために励起以後に経過する第１の待ち時間（Ｔ１）
が設定されていることを特徴とする請求項１５記載の装置。
【請求項１７】
第１の待ち時間（Ｔ１）が第２の待ち時間（Ｔ２）よりも長く設定されていることを特徴
とする請求項１４または１６記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は放射状電気回路網の障害識別のための方法および放射状電気回路網の障害識別の
ための装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ドイツ特許出願公開第  199 01 789 A1号明細書から磁気浮上軌道走行区間の１つのセクシ
ョンの地絡方向決定のための方法は公知である。磁気浮上軌道走行区間は、複数の分岐路
が接続可能である区間ケーブルを有する放射状電気回路網により形成される。分岐路の各
々は、それぞれ磁気浮上軌道走行区間の特定のセクションに対応付けられているロングス
テータの一端と接続されている。磁気浮上軌道走行区間の特定のセクションを能動化する
ため、相応する分岐路が接続箇所を介して区間ケーブルに接続される。ロングステータの
他方の端は基準電位に接続される。地絡が発生した際には地絡方向を決定するため、監視
される分岐路の接続個所において分岐路に与えられている相電圧から生ずる零電圧および
相電流から生ずる零電流が検出される。零電圧および零電流を手がかりにして障害方向信
号の形成のもとに地絡方向が突きとめられる。すなわち突きとめられた地絡が監視される
分岐路の上に位置しているか（順方向）否か（逆方向）を判定することができる。磁気浮
上軌道走行区間のすべてのセクションを監視するため、本方法は分岐路の各々に対してそ
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れぞれ別々に実行される。本方法は特に、たとえば磁気浮上軌道走行区間の作動の際に生
ずるような周波数可変の作動電圧に対して適している。
【０００３】
ヨーロッパ特許出願公開第 0 554 553 A2号明細書には、エネルギー供給網の障害のあるセ
クションをスイッチオフするための方法およびシステムが記載されている。そこには変電
所に接続されているエネルギー供給導線として、スイッチを介して直列に接続されている
複数の導線セクションを有するエネルギー供給導線が記載されている。導線セクションの
１つから分岐路が分岐しており、この分岐路は同じくスイッチを介して２つの分岐導線セ
クションに分けられている。スイッチの各々にはいわゆるコントローラが対応付けられて
みり、このコントローラにより対応付けられているスイッチが作動せしめられ得る。変電
所にはいわゆる主コントローラが対応付けられており、この主コントローラはデータ伝送
のためにコントローラの各々と接続されている。エネルギー供給網上に障害があると、こ
のことは先ず変電所のなかで確認される。これは主コントローラに励起信号を送る。それ
に基づいて主コントローラはすべてのコントローラに障害突き止め要求信号を送る。この
障害突き止め要求信号に続いて各々のコントローラは、障害がそれに対応付けられている
スイッチの負荷側に位置しているか否かを突きとめる。その際各々のコントローラは、両
方の結果　ＪＡ＝負荷側の障害またはＮＥＩＮ＝負荷側の障害ではない　の１つを含んで
いる結果信号を発生する。続いて各々のコントローラが各他のコントローラおよび主コン
トローラにその結果信号を送る。こうしてその後にコントローラの各々のなかにすべての
コントローラの結果信号が位置している。各々のコントローラはいま結果信号を手がかり
にして、それに対応付けられているスイッチが障害からすぐ次の変電所側に位置している
かどうかを突きとめる。そうであれば、当該のコントローラが自立的にそれに対応付けら
れているスイッチをレリーズするので、エネルギー供給網の障害のある部分のスイッチオ
フが行われる。主コントローラはそれに対応付けられている結果信号から障害のあるセク
ションを突き止め、また結果を表示装置上に可視的に表示し、または結果をプリンタ上に
出力する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、放射状の回路網の障害をわずかな費用で識別し、確実にスイッチオフす
る方法を提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
この課題を解決するため、スイッチオフ可能な区間ケーブルを備え、この区間ケーブルに
複数の分岐路が接続可能であり、これらの分岐路がそれぞれ対応する分岐路保護装置によ
り障害の発生を監視される放射状電気回路網の障害識別のための方法において、区間ケー
ブルに接続されている分岐路に対応する各分岐路保護装置から、障害が区間ケーブル上に
位置しているとき、またはこの分岐路上に位置していると識別されているとき、少なくと
も１つの障害方向信号が中央の制御装置に送られ、分岐路保護装置の少なくとも１つから
、障害が区間ケーブル上に位置しており、またすべての分岐路がスイッチオフされている
とき、少なくとも１つの障害信号が中央の制御装置に送られ、中央の制御装置により、受
信された障害信号および受信された障害方向信号をもとにして、障害を生じていると識別
された分岐路または区間ケーブル上の障害が突きとめられ、また障害を生じていると識別
された分岐路において、そのスイッチオフが分岐路に対応する分岐路保護装置により行わ
れるか、または障害の際に中央の制御装置から区間ケーブル上に区間ケーブルのスイッチ
オフがレリーズされる。
【０００６】
本発明による方法では、障害方向信号および障害信号が分岐路保護装置よりも上位とみな
すべき中央の制御装置に送られる。中央の制御装置において、受信された障害方向信号お
よび受信された障害信号は障害の位置を突きとめるために利用され、その際に、障害が分
岐路上に位置しているか区間ケーブル上に位置しているかが決定される。この突き止めは
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中央の制御装置のなかでのみ実行される。従って本方法はわずかな費用しか必要としない
。それにより、制御装置で実行すべき障害の位置を決定するための計算のために分岐路保
護装置を設けることも必要でない。障害の位置に応じてスイッチオフが分岐路保護装置に
より行われ、または制御装置によりレリーズされる。
【０００７】
好ましくは本発明による方法では、区間ケーブル上の障害が、その給電端に設けられてい
る最初はブロックされている区間ケーブル保護装置により検出され、この区間ケーブル保
護装置から障害識別信号が中央の制御装置に送られ、また中央の制御装置から区間ケーブ
ル上に位置している障害の際にレリーズ信号がブロックされている区間ケーブル保護装置
に送られる。
【０００８】
区間ケーブル保護装置が最初はブロックされていることにより、これは、たとえ障害識別
信号が形成されているとしても、直ちに自立的には区間ケーブルのスイッチオフをレリー
ズしない。区間ケーブル保護装置を介しての区間ケーブルのスイッチオフは、中央の制御
装置によりレリーズ信号によりレリーズされる。レリーズ信号により区間ケーブル保護装
置が、区間ケーブルのスイッチオフを行うきっかけを作られる。区間ケーブル保護装置に
よるレリーズまたはスイッチオフはそれにより区間ケーブル上の障害の際にのみ確実に行
われる。なぜならば、制御装置が分岐路保護装置における状態をも考慮に入れるからであ
る。こうして中央の制御装置によりこの障害を選択的にスイッチオフするための区間ケー
ブル保護装置のレリーズの協調が達成される。制御装置のレリーズ信号によるレリーズの
後に区間ケーブル保護装置はその後にその自立的なレリーズをブロックされ、もしくは自
ずからこの状態に移行し、もしくは中央の制御装置によりこの状態に移行させられる。
【０００９】
方法に関する前記の課題を解決するため、本発明により、最初はブロックされている区間
ケーブル保護装置により障害の生起を監視される区間ケーブルを備え、この区間ケーブル
に複数の分岐路が接続可能であり、これらの分岐路がそれぞれ対応する分岐路保護装置に
より障害の発生を監視される放射状電気回路網の障害識別のための方法において、区間ケ
ーブルに接続されている分岐路に対応付けられている各分岐路保護装置から、障害が区間
ケーブル上に位置しているとき、またはこの分岐路上に位置していると識別されていると
き、少なくとも１つの障害方向信号が中央の制御装置に送られ、区間ケーブル保護装置か
ら、障害が区間ケーブル上に位置しているとき、少なくとも１つの障害識別信号が中央の
制御装置に送られ、中央の制御装置により、受信された障害信号および受信された障害方
向信号をもとにして、障害を生じていると識別された分岐路または区間ケーブル上の障害
が突きとめられ、また障害を生じていると識別された分岐路においてそのスイッチオフが
その分岐路に対応付けられている分岐路保護装置により行われ、または区間ケーブル上の
障害の際に中央の制御装置からレリーズ信号がブロックされている区間ケーブル保護装置
に送られる。この方法においては、はじめから、区間ケーブル上に位置する障害の区間ケ
ーブル保護装置による検出が行われる。従って分岐路保護装置のいずれも、対応付けられ
た分岐路がスイッチオフされるときに障害信号を形成し中央の制御装置に送るように構成
される必要はない。この方法においても、障害の位置を突き止めることは中央の制御装置
によっているから、この場合も僅かな費用を必要とするだけである。
【００１０】
好ましくは、本方法をレリーズする励起以降に区間ケーブル保護装置が励起以降の第１の
待ち時間Ｔ１の後に、またなお存在している障害の際には固有のブロッケードの取消のも
とに区間ケーブルをスイッチオフする。それにより本方法の確実さが高められる。なぜな
らば、区間ケーブル保護装置と中央の制御装置との間のデータ伝送に故障が生じているた
めにレリーズ信号が区間ケーブル保護装置に誤って到達し、または全く到達しないときに
、なお区間ケーブルのスイッチオフが行われ得るからである。
【００１１】
好ましくは本発明による両方法において、区間ケーブルが変換装置により給電され、また
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分岐路保護装置が同じく最初はブロックされており、その際に中央の制御装置から、少な
くとも障害が生じていると識別されている分岐路において変換装置が、区間ケーブルの電
流が０に調節されるように駆動され、続いて中央の制御装置から、レリーズ信号が、障害
が生じていると識別される分岐路に対応付けられている分岐路保護装置に送られる。こう
して、障害が生じていると識別される分岐路のスイッチオフが無電流状態で行われるので
、そのために必要な開閉装置が無電流で開閉される。それにより、これらに対応付けられ
ている開閉装置における損耗を減ずることが達成される。分岐路保護装置はそのために最
初はブロックされている、すなわちそれらは対応付けられている分岐路上の障害の識別の
直後に直ちに自立的にはスイッチオフのきっかけを作ることはできない。対応付けられて
いる分岐路のスイッチオフは目的に即して中央の制御装置のレリーズ信号を介してきっか
けを作られる。
【００１２】
好ましくは、本方法をレリーズする励起以降に各々の分岐路保護装置が励起以降の第２の
待ち時間の後に、それに対応付けられている分岐路上に位置していると識別された障害の
際には固有のブロッケードの取消のもとにそのスイッチオフをレリーズする。ここで、第
１の待ち時間の後に区間ケーブル保護装置により行われるレリーズの際に既に述べた利点
と等しい利点が生ずる。
【００１３】
好ましくは、第１の待ち時間が第２の待ち時間よりも長い。それにより、中央の制御装置
と保護装置との間の乱された信号伝送の際にも、分岐路上の障害の際にこの分岐路のみが
スイッチオフされ、またすべての分岐路を有する区間ケーブルがスイッチオフされないこ
とが保証されている。
【００１４】
本発明による両方法は、磁気浮上軌道走行区間であって、各々の分岐路が磁気浮上軌道走
行区間の特定のセクションに対応付けられている多相のロング‐ステータの一端と接続さ
れており、セクションを能動化するため相応の分岐路が区間ケーブルに接続され、ロング
ステータの他端が星形に接続される磁気浮上軌道走行区間において有利に使用される。多
相の、すなわち複数の相巻線により構成されているロングステータの“星形に接続”とは
相巻線の短絡を意味する。
【００１５】
好ましくは応用は、磁気浮上軌道走行区間上に位置している磁気浮上軌道の走行方向に相
応して考察して次々と能動化すべき２つのロング‐ステータが相応の分岐路の接続により
同時に区間ケーブルに接続されており、その際にロング‐ステータの最初に能動化すべき
もののみが規準電位に接続されるように行われる。この応用の際に現在磁気浮上軌道車両
により走行すべきロングステータおよびこれの後に走行すべきロングステータは同時に障
害を監視される。しかしながら後で走行すべきロングステータでは基準電位との接続は行
われないので、区間ケーブルに与えられている作動電圧の印加は行われるが、作動電流の
印加は行われない。しかしながら、この後で完全に能動化すべきロングステータの障害の
際には、相応の分岐路に対応付けられている分岐路保護装置を介して検出され、またこれ
により障害方向信号を形成するために利用され得る電流の流れが生ずる。この応用の際に
は最初に走行すべきロングステータの完全な能動化の前に既に、もしかしたらそこに存在
している障害が識別され得る。
【００１６】
本発明は放射状電気回路網の障害識別のための装置にも関する。このような装置は既に取
り扱われたヨーロッパ特許出願公開第 0 554 553 A2号明細書から公知である。
【００１７】
本発明の別の課題は、放射状電気回路網の障害識別のための装置であって、わずかな費用
で障害を生じている分岐路上または区間ケーブル上の障害を確実に検出しかつスイッチオ
フし得る装置を提供することである。
【００１８】
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この課題を解決するため、本発明によれば、スイッチオフ可能な区間ケーブルを備え、こ
の区間ケーブルに複数の分岐路が接続可能であり、これらの分岐路にそれぞれ分岐路保護
装置が対応し、分岐路保護装置は中央の制御装置とデータ伝送のために接続されている放
射状電気回路網の障害識別のための装置において、各分岐路保護装置が、対応付けられて
いる分岐路上に位置していると識別された障害の際に、または対応付けられている分岐路
が接続されている際に区間ケーブル上に生ずる障害の際に障害方向を検出するための手段
を有し、中央の制御装置へ障害方向信号を送り出すための手段を有し、また対応付けられ
ている分岐路のスイッチオフをレリーズするための手段を有し、また分岐路保護装置の少
なくとも１つが、スイッチオフされた対応付けられている分岐路の際に区間ケーブル上の
障害を識別するための手段と、中央の制御装置へ障害信号を送り出すための手段とを有し
、中央の制御装置が、障害を生じていると識別された分岐路または区間ケーブル上の障害
を受信された障害方向信号および受信された障害信号をもとにして突きとめるための手段
を有し、またそこの障害の際に区間ケーブルのスイッチオフをレリーズするための手段を
有する。この装置により分岐路上の障害の場合に自動的にそのスイッチオフがこの分岐路
に対応付けられている分岐路保護装置によりレリーズされ得る。区間ケーブル上の障害の
際には中央の制御装置が区間ケーブルのスイッチオフをレリーズする。この装置により障
害が確実にまた選択的にもスイッチオフ可能である、すなわち分岐路上の障害の際にこの
障害を生じている分岐路のみがスイッチオフ可能である。障害識別のための装置は簡単に
構成されている。なぜならば、中央の制御装置のみが受信された障害方向信号および障害
信号をもとにして障害を生じている分岐路または区間ケーブル上の障害を突きとめるため
の手段を有するからである。
【００１９】
区間ケーブルの給電端に区間ケーブル保護装置が対応付けられ、この区間ケーブル保護装
置が中央の制御装置と接続され、ブロックされた状態に移行可能であり、また区間ケーブ
ル上の障害の際に中央の制御装置に障害識別信号を送り出すための手段を有し、また中央
の制御装置が少なくとも区間ケーブル保護装置をブロックするための手段と区間ケーブル
保護装置にレリーズ信号を生成して送り出すための手段を有するのが有利である。区間ケ
ーブル保護装置によりこの障害識別のための装置は特に確実である。なぜならば、区間ケ
ーブル上の障害の検出が付加的に区間ケーブル保護装置によっても行われるからである。
区間ケーブル保護装置のブロックされている状態とは、区間ケーブル保護装置が障害の識
別の直後には自立的に区間ケーブルのスイッチオフをレリーズし得ない状態として理解す
べきである。区間ケーブル保護装置によるレリーズはその場合に外部から、すなわち中央
の制御装置から、たとえばレリーズ信号によりレリーズされ得る。ブロックされている状
態に区間ケーブル保護装置は自ずから移行し得るが、それは同じく良好に中央の制御装置
からの相応の駆動によりブロックされている状態に移され得る。制御装置により区間ケー
ブル上の障害の際にのみレリーズ信号により区間ケーブルのスイッチオフが区間ケーブル
保護装置を介してレリーズされる。
【００２０】
放射状電気回路網の障害識別のための装置に関する課題を解決するため、本発明によれば
、区間ケーブルを備え、その給電端に区間ケーブル保護装置が対応付けられ、区間ケーブ
ルには複数の分岐路が接続可能であり、分岐路にはそれぞれ分岐路保護装置が対応付けら
れ、分岐路保護装置は中央の制御装置とデータ伝送のために接続されている放射状電気回
路網の障害識別のための装置において、区間ケーブル保護装置がブロックされた状態に移
行可能であり、区間ケーブル上の少なくとも１つの障害を識別するための手段と、中央の
制御装置へ障害識別信号を送り出すための手段とを有し、各々の分岐路保護装置が、対応
付けられている分岐路上に生ずる障害の際に、または接続されている対応付けられている
分岐路の際に区間ケーブル上に生ずる障害の際に、障害方向を検出するための手段と、中
央の制御装置へ障害方向信号を送り出すための手段とを有し、中央の制御装置が、受信さ
れた障害方向信号および受信された障害識別信号をもとにして、障害を生じている分岐路
または区間ケーブル上の障害を突きとめるための手段を有し、また中央の制御装置が区間
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ケーブル保護装置においてレリーズ信号を形成して送り出すための手段を有する。
【００２１】
この装置においても中央の制御装置においてのみ、障害の位置の突き止め、すなわち障害
が区間ケーブル上に位置しているか、接続されている分岐路上に位置しているか、の突き
止めが行われる。従って中央の制御装置のみが相応の手段を有する。選択的なスイッチオ
フを行い得るように、制御装置により、最初はブロックされている区間ケーブル保護装置
を介して、目的に即して、区間ケーブルのスイッチオフがそこに障害が位置しているとき
にのみレリーズ可能である。分岐路の上に位置しているものとして識別された障害の際に
は区間ケーブルのスイッチオフは行われない。
【００２２】
好ましい構成では、区間ケーブル保護装置が保護タイマーを有し、この保護タイマーを介
して、なお存在している障害の際に区間ケーブルのスイッチオフをレリーズするために励
起以後に経過する第１の待ち時間が設定されている。それにより、既に本発明による方法
の際に説明されたように、区間ケーブルのスイッチオフが区間ケーブル保護装置により行
われ得る。待ち時間により、分岐路上の障害の際に最初に相応に対応付けられている分岐
路保護装置が反応し得ることが保証されている。これらは時間遅れなしにレリーズする。
【００２３】
好ましくは、区間ケーブルの給電端と接続されている変換装置が設けられており、また制
御装置が変換装置と接続されている手段をその駆動のために有する。分岐路保護装置はブ
ロックされた状態に移行可能であり、また中央の制御装置は分岐路保護装置にレリーズ信
号を形成して送り出すための手段を有する。区間ケーブルに給電するために設けられてい
る変換装置は制御装置により、目的に即して、対応付けられている分岐路保護装置による
分岐路のスイッチオフのレリーズの前にこの分岐路保護装置がブロックされ得るように、
また変換装置の駆動が、区間ケーブル上の電圧が０に調節されるように、行われ得るよう
に駆動可能である。その後に、レリーズ信号が相応のブロックされている分岐路保護装置
に送られることによって、障害を生じている分岐路のスイッチオフが無電圧、従ってまた
無電流、の状態で行われ得る。そのために必要な開閉装置の負担はそれによって非常にわ
ずかですむ。ブロックされている状態では分岐路保護装置は、区間ケーブル保護装置のブ
ロックされている状態に類似して、障害の識別の直後に自立的にそのスイッチオフをレリ
ーズすることはできない。それどころかこれは、後で説明されるように、外部から制御装
置により、かつ（または）待ち時間の経過の後に初めて行われ得る。
【００２４】
好ましくは、各分岐路保護装置がレリーズタイマーを有し、このレリーズタイマーを介し
て、対応付けられている分岐路のスイッチオフをそこに存在している障害の際にレリーズ
するために励起以後に経過する第１の待ち時間が設定されている。それにより、障害を生
じている分岐路のスイッチオフが、中央の制御装置と分岐路保護装置との間のデータ通信
に乱れがある際にも保証されている。
【００２５】
好ましくは、第１の待ち時間は第２の待ち時間よりも長い。待ち時間のこの選定によりデ
ータ伝送の乱れおよびたとえばそれにより生じる保護装置自体によるレリーズの不生起の
際にタイムグレーデッド保護の形式による選択的なスイッチオフが可能である。こうして
、分岐路上の障害の場合には、この障害を生じている分岐路に対応付けられている分岐路
保護装置によるスイッチオフのみが行われ、区間ケーブル保護装置によるスイッチオフは
行われない。
【００２６】
【発明の実施の形態】
以下に本発明を図面に示す実施例により詳細に説明する。なお各図において同等部分には
同符号を付してある。
【００２７】
図１には放射状電気回路網の障害識別のための装置が示されている。放射状電気回路網は
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区間ケーブル１を有し、この区間ケーブル１は変換装置２を介して端３において給電され
る。区間ケーブル１は三相に構成されており、その端３においてスイッチＳ０を介して変
換装置２に接続可能であり、また変換装置２からスイッチオフ可能である。区間ケーブル
１には３つのそれぞれ三相の分岐路Ａ１ないしＡ３がそれぞれスイッチＳ１ないしＳ３を
介して接続可能であり、それにより各スイッチＳ１ないしＳ３を介してロングステータ７
、８、９のそれぞれ１端４、５、６が区間ケーブル１と電気的に接続可能である。各ロン
グステータ７ないし９はそれぞれ３つの詳細には示されていない相巻線を有する。スイッ
チＳ１ないしＳ３は三相に構成され、すなわちスイッチＳ１ないしＳ３の各々を介して各
分岐路Ａ１ないしＡ３のすべての３つの相が接続されるので、相応の分岐路Ａ１ないしＡ
３の各相がそれぞれロングステータ７ないし９の各相巻線と接続可能である。ロングステ
ータ７、８、９のそれぞれ他端１０、１１、１２はそれぞれスイッチＳ４、Ｓ５、Ｓ６を
介して星形に接続可能である。そのためにスイッチＳ４ないしＳ６もそれぞれ三相に構成
されており、それらによりロングステータ７ないし９の詳細には示されていない相巻線が
“星形接続”に短絡され得る。ロングステータ７ないし９の各々は磁気浮上軌道走行区間
１７のそれぞれセクション１４、１５、１６を形成する。
【００２８】
磁気浮上軌道走行区間の作動中に概要を示されている磁気浮上軌道車両１８が矢印により
示されている走行方向１９に運ばれる。そのために磁気浮上軌道走行区間１７の個々のセ
クション１４ないし１６が時間的に次々と、そのつどのセクション１４、１５または１６
に対応付けられているロングステータ７、８または９がその一端４、５、６により相応の
スイッチＳ１、Ｓ２またはＳ３を介して区間ケーブル１と接続されることにより、能動化
される。すなわちそれぞれ相応の分岐路Ａ１、Ａ２またはＡ３が区間ケーブル１に接続さ
れる。付加的にセクション１４、１５または１６を能動化するためそれぞれ相応のスイッ
チＳ４、Ｓ５またはＳ６がスイッチオンされ、それによって各ロングステータ７、８また
は９のそれぞれ他方の端が星形に接続され、その際にその各中性点１３Ａ、１３Ｂ、１３
Ｃが形成される。この能動化を行い、スイッチＳ１ないしＳ６を相応にスイッチオンおよ
びスイッチオフするために、詳細には示されていない能動化装置が設けられており、それ
によりスイッチＳ１ないしＳ６が相応に駆動され、またそれらにおいて行うべき開閉動作
が時間的に相応に調整される。この課題は後で説明される中央の制御装置によっても引き
受けられ得る。磁気浮上軌道車両１８の速度を変更するためには変換装置２から区間ケー
ブル１に供給される作動電圧の作動周波数が変換装置２により変更される。典型的には作
動周波数は０Ｈｚ～約５００Ｈｚの範囲内で変換装置２により設定される。
【００２９】
区間ケーブル１および分岐路Ａ１ないしＡ３から形成されている放射状電気回路網の障害
を識別するためには、分岐路Ａ１ないしＡ３の各々がそれにそれぞれ対応付けられている
分岐路保護装置ＡＧ１ないしＡＧ３により障害の発生を監視される。分岐路保護装置ＡＧ
１ないしＡＧ３の各々はそのために、相電圧を検出するための相応の電圧変成器２０、２
１または２２および相電流を検出するための相応の電流変成器２３、２４または２５によ
りそれぞれ区間ケーブル１とスイッチＳ１、Ｓ２またはＳ３との間に配置されている。電
圧変成器２１および２２および電流変成器２３、２４および２５はそれぞれスイッチ５２
または５３とロングステータ８または９との間に配置されていてもよい。電圧変成器２０
に対してはこのことは当てはまらない。なぜならば、スイッチＳ１が開かれている際にも
分岐路Ａ１に与えられている相電圧が検出され得なければならないからである。このこと
については後でまた説明する。
【００３０】
電圧変成器および電流変成器２０、２３；２１、２４または２２、２５により検出された
量は各分岐路保護装置ＡＧ１、ＡＧ２またはＡＧ３の各測定段２６、２７または２８に導
かれる。各々の測定段２６、２７または２８はそれぞれ相応の分岐路保護装置ＡＧ１ない
しＡＧ３のデータ処理ユニット２９、３０または３１と接続されている。各データ処理ユ
ニット２９、３０または３１により、そのつどの測定段２６、２７または２８から供給さ
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れた測定量を手がかりにして、相電圧および相電流の各検出場所または変成器２０、２３
；２１、２４；２２、２５の組み込み位置を基準にしての発起した障害の方向が突きとめ
られ得る。そのために通常の仕方で零電圧、すなわちすべての相電圧のベクトル和、およ
び零電流、すなわちすべての相電流のベクトル和、が利用される。電圧変成器２０ないし
２２および電流変成器２３～２５は、それぞれ既に各測定段２６～２８における相応の零
電圧または相応の零電流を出力するように構成されていてもよい。データ処理ユニット２
９、３０または３１は、障害が区間ケーブル上に位置しているとき、または障害が対応付
けられている分岐路Ａ１、Ａ２またはＡ３上で識別されたときに、障害方向を指示する障
害方向信号を形成するべく構成されている。その際に、順方向障害、すなわち各分岐路Ａ
１、Ａ２またはＡ３上の障害、を指示する障害方向信号を、逆方向、すなわち区間ケーブ
ル１の方向に位置している障害を指示する障害方向信号から区別する必要がある。障害を
識別するため、また障害方向を突きとめるためには、たとえば  H.Clemens/K.Rothe著「電
気エネルギーシステムにおける保護技術 (Schutztechnik in Elektroenergiesystemen)」
、３版、１９９１  210～ 215頁に記載されているようなすべての公知の方法が利用され得
る。特に今の例のように磁気浮上軌道車両走行区間１７に対して設けられている放射状回
路網において障害方向を突きとめるためにはドイツ特許第 199 01 789号明細書による方法
を実行することができる。
【００３１】
たとえば分岐路保護装置ＡＧ１のデータ処理ユニット２９により障害を識別するためには
、分岐路Ａ１にかかっている相電圧が検出可能なオーダーの大きさの障害電圧成分を含ん
でいなければならず、その存在が障害を示す。しかし障害を識別するため代替的または付
加的に、分岐路Ａ１にかかっている相電流の、障害により惹起される障害電流成分も利用
することができる。これは同じく測定技術的に検出可能なオーダーの大きさでなければな
らない。障害方向信号を形成するために、障害電圧成分も障害電流成分も相応の分岐路保
護装置ＡＧ１、ＡＧ２またはＡＧ３により検出可能でなければならない。たとえば分岐路
保護装置ＡＧ１は、分岐路Ａ１のスイッチＳ１が閉じられ、これが区間ケーブルに接続さ
れており、また区間ケーブル１上に、たとえば符号４４を付されている個所に障害が生じ
ているときに、障害電流成分および障害電圧成分を検出することができる。これは分岐路
Ａ１上のロングステータ７の前、たとえば符号４６を付されている個所、に生じている障
害の際、または端４からロングステータ７の中へその長さの８５％までにわたっている範
囲のなかに生じている障害（８５％障害）の際に言えることである。障害がさらに他の端
１０または星形接続点１３Ａのほうに、たとえば符号４５を付されている個所に位置して
いるならば（１００％障害）、この障害は少なくとも、区間ケーブル１または分岐路Ａ１
にかかっている電圧が零相形成成分を含んでいるならば、識別することができる。これは
、磁気浮上軌道車両１８が磁気浮上軌道走行区間１７上でロングステータ７を有するセク
ション１４上に位置しているときには、常に言えることである。その場合、磁気浮上軌道
車両１８の詳細には図示されていないロータがオーバーランの際にロングステータのなか
に、評価可能な大きさのオーダーの相応の零相成分を誘導作用により生ずる。同じく変換
装置２から、変換過程により条件付けられて零相形成成分を含んでいる電圧または電流が
供給され得る。
【００３２】
もっとも分岐路Ａ１ないしＡ３において、それぞれ対応付けられているスイッチＳ１、Ｓ
２またはＳ３が開かれているときには、相電流または零電流が検出可能でなく、従ってま
た障害により生じた成分も検出することはできない。そのときにはスイッチオフされた分
岐路に対応付けられている分岐路保護装置により障害方向も突きとめられ得ない。
【００３３】
本発明による方法にとって重要なことは、障害が区間ケーブル１上に位置しているとき、
または対応付けられている分岐路Ａ１、Ａ２またはＡ３上に位置している障害が識別され
たときに、分岐路保護装置ＡＧ１ないしＡＧ３の各々が障害方向信号を形成し得ることだ
けである。
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【００３４】
さらに以下説明される本発明による方法により、すべてのスイッチＳ１ないしＳ３が開か
れているときにも、区間ケーブル１上の障害を識別し得るように、少なくとも分岐路保護
装置ＡＧ１は、そのデータ処理ユニット２９が検出可能な障害電流成分の欠落の際に障害
電圧成分のみを手がかりにして障害を検出し、次いで障害を指示する少なくとも１つの障
害信号を形成するように、構成されている。この分岐路保護装置ＡＧ１と接続されている
電圧変成器２０はその場合に、既述のように、あらゆる場合に区間ケーブル１とスイッチ
Ｓ１との間に配置されていなければならない。他の分岐路保護装置ＡＧ２およびＡＧ３は
同じくこのような障害信号を形成するべく構成されていてよい。電圧変成器２１または２
２はその場合に同じく変成器２０に相応して配置されていなければならない。
【００３５】
分岐路保護装置ＡＧ１ないしＡＧ３の各々は、障害が順方向に識別されたならば、各デー
タ処理ユニット２９、３０または３１から開閉信号を与えられるレリーズ段３２、３３ま
たは３４をも有する。レリーズ段３２、３３または３４は対応付けられている分岐路Ａ１
、Ａ２、Ａ３の各スイッチＳ１、Ｓ２またはＳ３とその駆動のために接続されている。開
閉信号に続いて各レリーズ段３２、３３または３４を介して相応のスイッチＳ１、Ｓ２ま
たはＳ３の開路が、またそれによって障害を生じている分岐路Ａ１、Ａ２またはＡ３のス
イッチオフをレリーズする。
【００３６】
分岐路保護装置ＡＧ１、ＡＧ２またはＡＧ３の各々は各送信受信段３５、３６または３７
を介して、またデータバス３８を介して、中央の制御装置４０の相応して対をなす送信お
よび受信段３９と接続されている。送信／受信段３５～３７の各々はそれぞれ対応付けら
れているデータ処理ユニット２９、３０または３１と接続されており、それぞれデータ処
理ユニットにより形成された障害方向信号または障害信号をデータバス３８を経て中央の
制御装置４０へ送り出す役割をする。
【００３７】
中央の制御装置４０は送信／受信段３９と接続されているデータ処理装置４１を有し、こ
のデータ処理装置はレリーズユニット４２と接続されている。このレリーズユニットは再
び同じく送信／受信段３９と接続されている。データ処理装置４１により、受信された障
害信号または障害方向信号を手がかりにして障害の位置が突きとめることができる。すな
わち、障害が分岐路Ａ１、Ａ２またはＡ３上に位置しているか、または区間ケーブル１上
に位置しているか、が突きとめられ得る。障害が区間ケーブル１上に位置しているかぎり
、レリーズユニット４２を介して区間ケーブル１のスイッチオフ、すなわちスイッチＳ０
の開路のきっかけが作られる。そのために相応のスイッチオフ信号が送信／受信段３９を
経て、またデータバス３８を経てスイッチＳ０に伝送される。中央の制御装置４０はさら
に、一方ではレリーズ段４２と、他方では変換装置２と接続されている制御ユニット４３
を有する。制御ユニット４３は変換装置２を駆動する役割をする。これについては後でま
た説明する。
【００３８】
以下に障害識別のための方法を可能な障害場所に対する種々の場合により説明する。その
際に基本的に、中央の制御装置４０から受信される分岐路保護装置ＡＧ１ないしＡＧ３の
障害方向信号および障害信号がそれぞれ送信する分岐路保護装置ＡＧ１ないしＡＧ３にも
対応付けられ得ることが前提とされている。このことはたとえば、各々の障害方向信号お
よび各々の障害信号が、それぞれ送信する分岐路保護装置ＡＧ１ないしＡＧ３を一義的に
示すコーディングを含んでいることにより保証され得る。
【００３９】
第１の場合：スイッチＳ１ないしＳ３が開かれている、すなわちすべての分岐路Ａ１ない
しＡ３がスイッチオフされている。その場合、分岐路Ａ１ないしＡ３のどれにも相電流が
存在していない。従って障害の場合に分岐路保護装置ＡＧ１ないしＡＧ３のどれも障害方
向信号を形成しない。いまたとえば区間ケーブル１上の符号４４を付されている個所に障
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害、たとえば地絡障害、が生ずると、確かに分岐路保護装置ＡＧ１ないしＡＧ３のどれも
障害方向信号を突き止め得ないが、前記のように、分岐路保護装置ＡＧ１のデータ処理ユ
ニット２９が、中央の制御装置４０に送る障害信号を形成する。どの障害方向信号も形成
されず、また制御装置４０から分岐路保護装置ＡＧ１の障害信号のみが受信されるという
事実から、障害が区間ケーブル１上に位置しているに違いないと一義的に確認される。こ
のことは相応に中央の制御装置４０のデータ処理装置４１によっても突きとめられ、相応
の結果信号がそのレリーズユニット４２に伝達される。これは、スイッチＳ０の開路によ
り区間ケーブル１のスイッチオフをレリーズするため、開閉信号をスイッチＳ０に送る。
別の分岐路保護装置、たとえばＡＧ２が、同じく相応の障害信号を形成して中央の制御装
置に送るように構成されていたとすると、この付加の障害信号は、障害の位置を確認する
ためにデータ処理装置４１によって必要とされない冗長性の情報のみを形成する。
【００４０】
第２の場合、変形例Ａ：スイッチＳ１はスイッチオンされており、スイッチＳ２、Ｓ３お
よびＳ４はスイッチオフされている。たといスイッチＳ４がスイッチオンされていないと
しても、分岐路Ａ１上に変流器２３により検出可能な相電流が生ずる。この相電流は無効
電流として流れる。それに応じて分岐路保護装置ＡＧ１のデータ処理ユニット２９は、障
害が区間ケーブル１上に生ずるとき、または障害が前述の条件のもとに分岐路Ａ１上に生
じ、また障害電流および障害電圧が検出可能であるときに、障害方向信号を形成する。障
害は再び符号４４を付されている障害個所に生じている。その場合、分岐路保護装置ＡＧ
１が障害を識別し、内容“逆方向障害”を有する障害方向信号を中央の制御装置４０に送
る。両分岐路保護装置ＡＧ２およびＡＧ３はいずれも障害方向信号を供給しない。分岐路
保護装置ＡＧ１は付加的に障害信号をも発生し、中央の制御装置４０に送ることができる
。中央の制御装置４０から専ら、逆方向障害を指示する障害方向信号が受信されるときに
は常に、障害は区間ケーブル１上に位置しているに違いない。データ処理装置４１はこう
して変形例Ａに対しては、単一の障害方向信号が逆方向障害を指示し、従って障害が区間
ケーブル１上に位置していることを確認する。障害信号が存在しているかぎり、これは障
害の位置の突き止めの際に考慮に入れられなくてよい。場合１で既に説明されたように中
央の制御装置４０から区間ケーブル１のスイッチオフのきっかけが作られる。
【００４１】
第２の場合、変形例Ｂ：変形例Ａと相違してここでは付加的にスイッチＳ４がスイッチオ
ンされている。すなわち分岐路Ａ１が完全に能動化されている。その他の点ではこの場合
は既に変形例Ａで説明されたことと一致している。
【００４２】
第２の場合、変形例Ｃ：スイッチＳ１、Ｓ２、Ｓ４、Ｓ５がスイッチオンされている。両
分岐路Ａ１およびＡ２がそれによって完全に能動化されている。スイッチＳ３は開かれて
いる。障害が区間ケーブル１上に符号４４を付されている個所に生ずる。分岐路保護装置
ＡＧ１およびＡＧ２の両方のデータ処理ユニット２９または３０がそれぞれ障害を識別し
、内容“逆方向障害”を有する障害方向信号を発生し、これを相応の送信受信段３５また
は３６を介して中央の制御装置４０に送る。そのデータ処理装置４１は、すべての受信さ
れた障害方向信号が逆方向障害を示唆することから、障害が区間ケーブル１上に位置して
いるに違いないことを識別する。場合１でも説明されたように、それに応じて制御装置４
０から区間ケーブル１のスイッチオフのきっかけが作られる。言及すべきこととして、こ
こでも分岐路保護装置ＡＧ１は確かに、場合１でも説明されたように、障害信号を発生し
、中央の制御装置４０に送り得るが、障害の位置を突きとめるためにデータ処理装置４１
によりこの障害信号を考慮に入れることは必要でない。この変形例Ｃは通常、磁気浮上軌
道走行区間には応用されない。可能な応用は変換装置における複数の同期機の並列運転に
関する。図１にはその場合に各ロングステータ７～９の代わりにそれぞれ同期機が設けら
れよう。
【００４３】
第３の場合：この場合は、障害が接続されている分岐路Ａ１ないしＡ３上に生じ、相応の
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分岐路保護装置により識別されるすべての変形例に関する。このような障害の際に、対応
付けられている分岐路保護装置は常に内容“順方向障害”を有する障害方向信号を発生す
る。そのことから制御装置４０は、障害が相応の障害方向信号を送った分岐路保護装置に
対応付けられている分岐路上に位置していることを突きとめる。すべての変形例を有する
この場合にも、場合によっては存在している障害信号または他の逆方向障害を指示する障
害方向信号は、障害の位置を突きとめるために、考慮に入れられなくてよい。
【００４４】
第３の場合、変形例Ａ：スイッチＳ１が閉じられており、スイッチＳ２およびＳ３が開か
れている。スイッチＳ４の開閉位置は任意である。いま障害が分岐路Ａ１上に、たとえば
符号４６を付されている障害位置に生ずる。分岐路保護装置ＡＧ１のデータ処理ユニット
２９がそれに基づいて内容“順方向障害”を有する障害方向信号を発生する。分岐路保護
装置ＡＧ２およびＡＧ３は障害方向信号を発生しない。分岐路保護装置ＡＧ１の障害方向
信号（順方向障害）を手がかりにして、中央の制御装置４０が一義的に分岐路Ａ１上の障
害を推定し得るので、スイッチＳ０の開閉は必要でない。分岐路保護装置ＡＧ１はレリー
ズ段３２を介してスイッチＳ１の開路をレリーズする。障害が符号４６を付されている個
所に位置していると、障害電流および（または）障害電圧が検出可能でないので、障害が
分岐路保護装置ＡＧ１ないしＡＧ３のいずれによっても識別されないことがあり得る。し
かしながら遅くとも、磁気浮上軌道車両１８がセクション１４をロングステータ７により
走行するとき、障害が少なくとも分岐路保護装置ＡＧ１により識別され、この分岐路保護
装置により障害方向信号が形成され得る。
【００４５】
第３の場合、変形例Ｂ：スイッチＳ１、Ｓ２およびＳ４がスイッチオンされており、スイ
ッチＳ３およびスイッチＳ５が開かれている。この応用はいわゆる急いで先行する電圧テ
ストである。磁気浮上軌道車両１８から走行方向１９に観察してセクション１４の後に走
行される磁気浮上軌道走行区間１７のセクション１５はまだ完全に能動化されていない、
すなわちロングステータ８の第２の端１１を星形に接続して中性点１３Ｂを形成するスイ
ッチＳ５が開かれている。しかしながら、スイッチＳ２が閉じられているので、セクショ
ン１５、すなわちロングステータ８、には電圧がかかっている。セクション１５のこの形
式の接続は、ロングステータ８を磁気浮上軌道車両１８による走行の前に障害を検査する
ために行われる。この場合にたとえば分岐路Ａ２上の符号６１を付されている個所に障害
が生ずると、分岐路保護装置ＡＧ２が内容“順方向障害”を有する障害方向信号を中央の
制御装置４０に送る。この障害方向信号を手がかりにして中央の制御装置４０が一義的に
分岐路Ａ２上の障害の位置を識別し得る。分岐路保護装置ＡＧ２はそのレリーズ段３３を
介して分岐路Ａ２のスイッチオフ、すなわちスイッチＳ２の開路、をレリーズする。中央
の制御装置４０はスイッチＳ０の開路のきっかけを作らない。符号６２を付されている個
所における障害の際には、既に第３の場合、変形例Ａのもとに個所４５における障害につ
いて述べたことが分岐路保護装置ＡＧ２に意味に即して当てはまる。
【００４６】
全体として制御装置４０により障害の位置が識別され、区間ケーブル１上の障害の場合に
区間ケーブル１のスイッチオフのきっかけを作られる。
【００４７】
しかし本方法は、中央の制御装置４０により分岐路Ａ１、Ａ２またはＡ３のスイッチオフ
が障害の場合に制御またはレリーズされ、分岐路保護装置ＡＧ１ないしＡＧ３によりそれ
ぞれ自ずからきっかけを作られないように、モディファイされていてもよい。分岐路保護
装置ＡＧ１～ＡＧ３はその際にそれぞれ最初はブロックされている状態にある。すなわち
、それらがそれらに対応付けられている分岐路Ａ１ないしＡ３上の障害を識別していると
しても、それらは直ちに自立的にはそれぞれ対応付けられている分岐路Ａ１ないしＡ３の
スイッチオフをレリーズしない。それどころか最初に、受信された障害信号または障害方
向信号を手がかりにして中央の制御装置４０により障害の位置の突き止めが行われる。中
央の制御装置４０はその場合に、区間ケーブル１上の障害の際に、第１の場合のもとに説
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明したように、区間ケーブル１をスイッチオフするためにスイッチＳ０の開路のきっかけ
を作ることによって、障害のスイッチオフのきっかけを作ることができる。しかし、分岐
路Ａ１上の障害が識別されたとすると、第３の場合、変形例Ａ、で説明したように、中央
の制御装置４０のレリーズユニット４２がレリーズ信号を発生し、このレリーズ信号が送
信／受信段３９およびデータバス３８を経て分岐路保護装置ＡＧ１またはその送信／受信
段３５に伝達され、さらにレリーズ段３２に伝達され、レリーズ段３２がそれに基づいて
スイッチＳ１の開路をレリーズする。
【００４８】
この方法は特に、障害を生じている分岐路Ａ１ないしＡ３をスイッチオフするためのレリ
ーズ信号の送り出しの前に中央の制御装置４０の制御ユニット４３を介して制御されて変
換装置２が、区間ケーブル１にかかっている相電圧が、従ってまた相電流も、零に調節さ
れるように駆動され得るという利点を与える。制御装置４０はその後に初めて分岐路Ａ１
のスイッチオフをレリーズ信号によりレリーズするので、スイッチＳ１は無電圧および無
電流の状態で開閉される。それによりスイッチＳ１は傷まないように使用されるので、ス
イッチにおける損耗はわずかである。
【００４９】
この方法は特に磁気浮上軌道走行区間１７の際に有利である。なぜならば、個々のセクシ
ョン１４ないし１６を次々と能動化しスイッチオフするために、スイッチＳ１ないしＳ６
はそれらの正常な作動に基づいて頻繁に時間的に次々とスイッチオンおよびスイッチオフ
されるからである。スイッチＳ１ないしＳ６はそれ自体としては磁気浮上軌道走行区間１
７の正常な作動中の頻繁な開閉により強く負荷されている。
【００５０】
図２に示されている障害識別のための装置は図１に示されている装置と、付加的に区間ケ
ーブル保護装置ＳＧ１が設けられていることにより相違する。スイッチＳ０は図１による
装置の際のように中央の制御装置４０を介して、または付加的に区間ケーブル保護装置Ｓ
Ｇ１をも介して駆動され得る。
【００５１】
区間ケーブル保護装置ＳＧ１は変成器４７と接続されている測定段４８を有する。変成器
４７により区間ケーブル１にかかっている相電圧に相当する電圧測定値が検出される。測
定段４８はデータ処理ユニット４９と接続されている。測定段４８から供給される測定デ
ータを手がかりにして放射状回路網内の、少なくとも区間ケーブル上の、障害の存在を突
きとめることができる。この際に零電圧も監視され得る。障害が識別された場合にはデー
タ処理ユニット４９から障害識別信号が発生され、区間ケーブル保護装置ＳＧ１の送信受
信段５０に伝達される。送信受信段５０はデータバス３８を介して中央の制御装置の送信
受信段３９と接続されている。これに保護装置ＳＧ１の障害識別信号が送られる。区間ケ
ーブル保護装置ＳＧ１はさらに、スイッチＳ０とその駆動のために接続されているレリー
ズ段５１を有する。レリーズ段５１はデータ処理ユニット４９と、また送信受信段５０と
接続されている。さらに区間ケーブル保護装置ＳＧ１は励起段５２を有する。励起段５２
は一方では測定段４８と接続されており、またその出力側には保護タイマー段５３が接続
されており、この保護タイマー段は出力側で再びレリーズ段５１と接続されている。励起
段５２により、対応付けられている測定段４８から供給される測定データを手がかりにし
て、正常な場合からの相電圧および（または）相電流の偏差が、障害が区間ケーブル網の
なかに存在し得たように、存在しているかどうかだけが検査される。それは保護技術で一
般に知られているように励起段に相当する。
【００５２】
図１による装置とのその他の相違点は、図１による装置の際に分岐路保護装置ＡＧ１によ
り行われるように、分岐路保護装置ＡＧ４ないしＡＧ６の１つが区間ケーブル１およびス
イッチオフされた対応付けられている分岐路上の障害の際に障害信号を発生し、中央の制
御装置４０に送ることは必要としないことである。従って図１による装置の際には電圧変
成器２０はスイッチＳ１とロングステータ７との間に配置されていてもよい。
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【００５３】
図２による装置により実行される方法を、図１のもとに取り扱われた場合をもとにして説
明する。その際に主として既に図１のもとに説明された方法との相違点を説明する。その
他の点では、そこでなされた説明が意味に即して図２による装置により実行される方法に
対して当てはまり、その際符号ＡＧ１、ＡＧ２、ＡＧ３の代わりに符号ＡＧ４、ＡＧ５、
ＡＧ６を相応に読むものとする。先に扱われた各場合のすべてに対して、区間ケーブル保
護装置ＳＧ１が、障害の識別の後に直ちには自立的に区間ケーブルのスイッチオフ、すな
わちスイッチＳ０の操作、のきっかけを作らない状態に移されている。スイッチＳ０の開
閉操作は中央の制御装置４０を介して、もしくは、さらに後で説明されるように、励起段
５２および保護タイマー段５３を介してレリーズされる。
【００５４】
第１の場合には障害は付加的に存在している区間ケーブル保護装置ＳＧ１によりその測定
段４８およびデータ処理ユニット４９を介して検出され、障害識別信号がこの送信受信段
５０およびデータバス４８を介して中央の制御装置４０に送られる。区間ケーブル保護装
置ＳＧ１によるレリーズは最初は行われない。区間ケーブル保護装置ＳＧ１の障害識別信
号が存在しているという事実から、また唯一つの障害方向信号も存在していないという事
実から、データ処理装置４１は、ただ１つの障害が区間ケーブル１上に存在し得ることを
識別する。この結果をデータ処理装置４１がレリーズ段４２に伝達し、レリーズ段４２は
レリーズ信号を発生する。このレリーズ信号は送信受信段３９およびデータバス３８およ
び区間ケーブル保護装置ＳＧ１の送信受信段５０を経てそのレリーズ段５１に達する。こ
のレリーズ段はそれに基づいてスイッチＳ０の開路、すなわち区間ケーブル１のスイッチ
オフ、をレリーズする。
【００５５】
第２の場合、変形例Ａ、ＢおよびＣ、では区間ケーブル保護装置ＳＧ１が同じく障害を識
別し、その障害識別信号を中央の制御装置４０に送る。この区間ケーブル保護装置はブロ
ックされた状態にあるので、さしあたり自立的にはスイッチＳ０の開路をレリーズしない
。分岐路保護装置ＡＧ４（変形例Ａ、Ｂ）または分岐路保護装置ＡＧ４およびＡＧ５（変
形例Ｃ）はそれぞれ障害方向信号を中央の制御装置４０に送る。この中央の制御装置は、
すべての変形例Ａ、Ｂ、Ｃにおいて障害方向信号のみが専ら内容“逆方向障害”を有する
ものとして存在するという事実を手がかりにして、障害が区間ケーブル１上に存在しなけ
ればならないことを識別し、上記のように、区間ケーブル保護装置ＳＧ１を介して区間ケ
ーブル１のスイッチオフをレリーズする。区間ケーブル保護装置ＳＧ１の障害識別信号は
障害の位置の突き止めの際に考慮に入れられなくてよい。
【００５６】
図１で第３の場合として説明された変形例では、障害の位置を確認するために、中央の制
御装置４０による障害識別信号の評価は必要でない。それはそこで既に説明されたように
進められる。ここで、区間ケーブル保護装置ＳＧ１がブロックされた状態にあることは重
要である。なぜならば、区間ケーブル保護装置ＳＧ１は特定の場合に分岐路Ａ１ないしＡ
３の１つの上に位置している障害にも応答し、次いで障害識別信号をも形成し、中央の制
御装置に送るからである。これは、障害を生じている分岐路上の障害の位置と関係する。
障害がたとえば分岐路Ａ１上でスイッチＳ１から分岐路のなかを見てロングステータ７の
前に、すなわち符号４６を付されている個所に位置しているならば、またはロングステー
タの端４から見てロングステータの長さの最初の８５％のなかに位置しているならば（８
５％障害）、データ処理ユニット４９により突きとめることのできる、正常な場合からの
相電圧の偏差は、障害の推定および障害識別信号の形成が可能であるように大きい。しか
し障害が分岐路Ａ１上でスイッチＳ１から見てロングステータ７のなかでその長さの８５
ないし１００％の範囲内、たとえば符号４５を付されている個所に位置しているならば（
１００％障害）、データ処理ユニット４９により突きとめることのできる、正常な場合か
らの相電圧の偏差はもはや、確実に障害を識別することができるほど大きくない。なぜな
らば、この障害はあまりに中性点１３の近くに位置しており、相電圧自体がもともと既に
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非常に小さいからである。区間ケーブル保護装置ＳＧ１がロングステータ７の前の障害ま
たは８５％障害の際に通常直ちに自立的に区間ケーブル１の、従ってまたすべての分岐路
Ａ１ないしＡ３の、スイッチオフをスイッチＳ０の相応の駆動によりレリーズするであろ
うことは問題である。分岐路、たとえば分岐路Ａ１、上の障害の際には、このことは望ま
れていない。なぜならば、当該の障害を生じている分岐路Ａ１のみがスイッチオフされ得
るからである。区間ケーブル保護装置ＳＧ１により行われ得る自立的なレリーズを阻止す
るため、この保護装置はブロックされた状態にある。既述のように、実際に障害が区間ケ
ーブル１上に存在しているときにのみ、中央の制御装置４０によりスイッチオフが行われ
る。
【００５７】
特別な場合は、データバス３８を介してのデータ通信が乱されているときに生ずる。その
場合、中央の制御装置４０を介してのスイッチＳ０における開閉操作のレリーズは行われ
ない。この場合に区間ケーブル１上の障害の際にスイッチオフが行われないことを避ける
ため、区間ケーブル保護装置ＳＧ１は励起段５２およびその後に接続されている保護タイ
マー段５３を有するものとして構成されている。励起段５２は測定段４８から供給される
測定値をもとにして一般に障害の存在を識別し、それに基づいて保護タイマー段５３を第
１の待ち時間Ｔ１により始動させる。同時にデータ処理ユニット４９により測定段４８か
ら供給される測定データを手がかりにして障害識別信号が形成され、送信受信段５０に中
央の制御装置４０へのデータ伝送のために伝達される。これは不成功である。なぜならば
、データ通信が乱されているからである。データ処理ユニット４９は、それにより識別さ
れた障害がまだ存在しているかどうかを連続的に突き止め、障害識別信号をレリーズ段５
１に与える。保護タイマー段５３の第１の待ち時間Ｔ１の経過の後にこれはレリーズ信号
を励起段５１に伝達する。この時点でレリーズ段５１がデータ処理ユニット４９から供給
された障害識別信号を今なお与えられているならば、すなわち障害が今なお存在している
ならば、レリーズ段５１により区間ケーブル１をスイッチオフするためのスイッチＳ０の
開路のきっかけが作られる。区間ケーブル保護装置ＳＧ１はこの場合にそのブロックされ
た状態を自立的に放棄する。ここで指摘しておくべきこととして、区間ケーブル保護装置
ＳＧ１は必ずしも励起段５２および保護タイマー段５３を有していなくてよい。これらは
単に確実性を高めるために設けられ得る。待ち時間Ｔ１はその際に、その経過の後に分岐
路Ａ１～Ａ３の１つの上に生じている障害が既にとうに相応の分岐路保護装置ＡＧ４～Ａ
Ｇ６によりスイッチオフされているように、選定されている。それにより、区間ケーブル
保護装置ＳＧ１が放射状回路網のなかの障害を識別したが、障害が分岐路Ａ１ないしＡ３
の上にのみ位置しているときに、区間ケーブル保護装置ＳＧ１により全区間ケーブル１の
スイッチオフがレリーズされることが回避されている。
【００５８】
図２による変更された装置の際にも、分岐路保護装置ＡＧ４ないしＡＧ６は最初は、図１
で説明されたように、ブロックされた状態にあるので、中央の制御装置４０により区間ケ
ーブル１および分岐路Ａ１ないしＡ３上の電流が、図１で説明されたように、障害を生じ
ている分岐路がスイッチオフされる前に、零に調節され得る。次いでデータバス（３８）
を経てのデータ通信の乱れの際に、分岐路Ａ１ないしＡ３の１つの上の障害の際に、相応
のレリーズ信号が中央の制御装置４０から相応の分岐路保護装置ＡＧ４、ＡＧ５またはＡ
Ｇ６に伝達されないので、相応の分岐路Ａ１～Ａ３のスイッチオフが行われないことを回
避するため、分岐路保護装置の各々は、入力側で付属の測定段２６、２７または２８と、
また出力側でレリーズタイマー段５７、５８または５９と接続されている励起段５４、５
５または５６を有する。各々のレリーズタイマー段５７ないし５９は各分岐路保護装置Ａ
Ｇ４ないしＡＧ６に付属のレリーズ段３２、３３または３４と接続されている。励起段５
４、５６はそれらの構成および機能の点で励起段５３に相当する。
【００５９】
スイッチオンされている分岐路Ａ１上に障害が符号４６を付されている個所に生ずると仮
定しよう。分岐路保護装置ＡＧ４の励起段５４が測定段２６から供給された測定値をもと

10

20

30

40

50

(17) JP 3927468 B2 2007.6.6



にして障害が存在していることを識別し、それに基づいてレリーズタイマー段５７を始動
させる。このタイマー段は始動の伝達を第２の待ち時間Ｔ２だけ遅らせる。同時にデータ
処理ユニット２９が測定段２６から供給された測定値をもとにして順方向障害、すなわち
分岐路Ａ１のなかの障害を識別し、内容“順方向”を有する障害方向信号を発生する。こ
の障害方向信号は制御装置４０に送り出すため送信受信段３５に伝達される。付加的にデ
ータ処理ユニット２９は連続的に、順方向障害が識別されるかどうかを突きとめる。この
事がそうである限り、順方向障害が識別される間はデータ処理ユニット２９が順方向信号
をレリーズ段３２に与える。レリーズ段５７の第２の待ち時間Ｔ２の経過の後にこのレリ
ーズ段５７はレリーズ段３２を始動させる。この時点で、データ処理ユニット２９から供
給される順方向信号がレリーズ段３２に与えられていると、レリーズ段３２は分岐路Ａ１
上の障害をスイッチオフするためスイッチＳ１の開路をレリーズする。この場合、分岐路
保護装置ＡＧ４は待ち時間Ｔ２の経過後にそのブロックされている状態を解消し、スイッ
チＳ１の開閉をレリーズする。分岐路保護装置ＡＧ５のなかでは処理が類似に行われるが
、分岐路保護装置ＡＧ５のデータ処理ユニット３０は順方向信号をレリーズ段３３に与え
ない。なぜならば、データ処理ユニット３０からは逆方向の障害しか識別されないからで
ある。同じことが分岐路保護装置ＡＧ６にも当てはまる。ここでもう一度指摘しておくべ
きこととして、分岐路保護装置ＡＧ４～ＡＧ６は必ずしもそれぞれ励起段５４、５５また
は５６およびレリーズタイマー段５７、５８または５９を有していなくてよい。これらは
単に確実性を高めるために設けられ得る。待ち時間Ｔ２および待ち時間Ｔ１は設定可能で
あり、いまの場合には待ち時間Ｔ１が待ち時間Ｔ２よりも長いように選ばれている。それ
によりレリーズタイマー段５７による分岐路保護装置ＡＧ４のレリーズ段３２の始動が保
護タイマー段５３による区間ケーブル保護装置ＳＧ１のレリーズ段５１の始動よりもはる
かに早く行われる。待ち時間Ｔ１およびＴ２は、分岐路保護装置ＡＧ１のレリーズ段３２
によりスイッチＳ１の開路が区間ケーブル保護装置ＳＧ１の保護タイマー段５３によるレ
リーズ段５１の始動よりも早くレリーズされるように選ばれている。分岐路Ａ１はこうし
て、保護タイマー段５３の待ち時間Ｔ１が経過する前に、スイッチＳ１の開路によりスイ
ッチオフされる。それにより区間ケーブル保護装置ＳＧ１のデータ処理ユニット４９によ
り分岐路Ａ１のスイッチオフ以後は放射状回路網上の障害がもはや識別されないので、そ
れ以後はこの処理ユニットにより障害識別信号がもはやレリーズ段５１に与えられない。
それに応じて待ち時間の経過およびそれに続くレリーズ段５１の始動の際にもはや障害が
放射状回路網に生じている条件が存在しないので、レリーズ段５１は区間ケーブル１のス
イッチオフをレリーズしない。しかし待ち時間Ｔ１は、“正常な場合”、すなわち乱され
ていないデータ通信の際に、生じている障害のスイッチオフが中央の制御装置によりとう
に行われていなければならないように長く選ばれてもいる。その際に、データバス３８を
経て伝送すべき信号に対するデータ伝送時間が一緒に考慮に入れられなければならない。
【００６０】
換言すれば、待ち時間Ｔ１が待ち時間Ｔ２よりも相応に大きいことにより、常に最初に分
岐路上に位置している障害のスイッチオフがこの分岐路に対応付けられている分岐路保護
装置ＡＧ４ないしＡＧ６により行われる。それに対して、障害が区間ケーブル１上に位置
しているならば、分岐路保護装置ＡＧ４ないしＡＧ６の１つによるスイッチオフは行われ
ない。その場合には区間ケーブル保護装置ＳＧ１がスイッチオフされる。こうして待ち時
間Ｔ２およびＴ１の選択により分岐路保護装置ＡＧ４ないしＡＧ６および区間ケーブル保
護装置ＳＧ１により時間段階付け保護が実現される。
【００６１】
レリーズタイマー段５７の待ち時間Ｔ２に相応する分岐路保護装置ＡＧ５およびＡＧ６の
レリーズタイマー段５８および５９の待ち時間はレリーズタイマー段５７の待ち時間Ｔ２
から偏差し得る。すなわちレリーズタイマー段５７ないし５９の待ち時間は互いに異なっ
ていてよい。しかし、レリーズタイマー段５８および５９に対しても、これらが保護タイ
マー段５３の待ち時間Ｔ１よりもそれぞれ相応に短いことが保証されていなければならな
い。
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【００６２】
ここで、図１による装置においても区間ケーブル保護装置が設けられていてもよいことを
指摘しておく。これはその場合に、図２中に示されているように、制御装置４０と接続さ
れており、図２のもとで説明されるように、区間ケーブル１上の障害を検出し、そこに説
明されるように、障害識別信号を制御装置４０に送る。これは、同じく図２のもとで説明
されるように、区間ケーブル保護装置ＳＧ１を介して区間ケーブル１のスイッチオフをレ
リーズする。区間ケーブル保護装置ＳＧ１は任意に励起段５２および保護タイマー段５３
を有するものとして、またはこれらの段を有していないものとして構成されていてよい。
相応に分岐路保護装置ＡＧ１～ＡＧ３もそれぞれ励起段５４、５５または５６およびレリ
ーズタイマー段５７、５８または５９を有するものとして構成されていてよい。図１によ
る装置に設けられている区間ケーブル保護装置も分岐路保護装置ＡＧ１～ＡＧ３もそれぞ
れ相応の励起段を有するものとして、また保護タイマー段またはレリーズタイマー段を有
するものとして構成されているかぎり、図２のもとで説明されるように、第１の待ち時間
Ｔ１または第２の待ち時間Ｔ２の相応の設定により一種の時間段階付け保護が実現される
。
【００６３】
両方の装置において区間ケーブル１のそれぞれ他方の端６０においても別の変換装置（図
示されていない）による給電を行うことができる。その場合、付加の（同じく図示されて
いない）スイッチを介して区間ケーブル１の他方の端６０が変換装置に接続され得る。こ
の付加のスイッチは図１による装置の際のようにスイッチＳ０と共通に中央の制御装置４
０を介して駆動され得るし、またスイッチＳ０のようにも開閉される。しかし他方の端６
０にも、区間ケーブル保護装置ＳＧ１に等しい付加の区間ケーブル保護装置が設けられて
いてもよい。この付加の区間ケーブル保護装置は同じく中央の制御装置４０と接続されて
おり、区間ケーブル保護装置ＳＧ１のように本方法のなかに組み入れられ、また動作する
。
【００６４】
両方の装置についてさらに付言すべきこととして、中央の制御装置４０においてデータ処
理装置４１、レリーズユニット４２および制御ユニット４３は任意にまとめられていてよ
い。同じことが測定段２６、２７、２８、データ処理ユニット２９、３０、３１、レリー
ズ段３２、３３、３４、送信受信段３５、３６、３７およびレリーズタイマー段５７、５
８、５９のようなそれぞれ分岐路保護装置ＡＧ１ないしＡＧ３またはＡＧ４ないしＡＧ６
に付属の段に対しても当てはまる。このことは測定段４８、データ処理ユニット４９、送
信受信段５０、レリーズ段５１および保護タイマー段５３のような区間ケーブル保護装置
ＳＧ１に付属の個々の構成要素に対して同じく当てはまる。
【００６５】
分岐路保護装置ＡＧ１ないしＡＧ６について、各データ処理ユニット２９、３０、３１が
障害方向を検出するための手段を形成すること、相応の送信受信段３５、３６、３７がそ
れぞれ中央の制御装置４０に障害方向を送り出すための手段を形成すること、また相応の
レリーズ段３２、３３または３４が対応付けられている分岐路Ａ１、Ａ２またはＡ３のス
イッチオフをレリーズするための手段を形成することを付言しておく。分岐路保護装置Ａ
Ｇ１ないしＡＧ６のデータ処理ユニット２９、３０および３１、特に分岐路保護装置ＡＧ
１のデータ処理ユニット２９、はそれぞれ区間ケーブル１上の障害を識別するための手段
を形成する。
【００６６】
中央の制御装置４０について、そのデータ処理装置４１が障害を生じている分岐路Ａ１、
Ａ２、Ａ３または区間ケーブル１からの障害を突きとめるための手段を形成すること、ま
たレリーズユニット４２が区間ケーブル１のスイッチオフをレリーズするための手段を形
成することを付言しておく。中央の制御装置４０の送信受信段３９は区間ケーブル保護装
置ＳＧ１におけるレリーズ信号を送り出すための手段を形成する。レリーズ段４２および
送信受信段３９は区間ケーブル保護装置および分岐路保護装置においてレリーズ信号を形
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成しかつ送り出すための手段を形成する。制御ユニット４３は変換装置２と接続されそれ
を駆動するための手段を形成する。
【００６７】
区間ケーブル保護装置ＳＧ１について、送信受信段５０が中央の制御装置４０へ障害識別
信号を送り出すための手段を形成することを付言しておく。区間ケーブル保護装置ＳＧ１
のデータ処理ユニット４９は区間ケーブル上の少なくとも１つの障害を識別するための手
段を形成する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による放射状電気回路網の障害を識別するための装置の実施例の構成配置
図である。
【図２】本発明による放射状電気回路網の障害を識別するための装置の別の実施例の構成
配置図である。
【符号の説明】
１　区間ケーブル
２　変換装置
３　給電端
７、８、９　ロングステータ
１４、１５、１６　セクション
１７　磁気浮上軌道走行区間
１８　磁気浮上軌道車両
２０、２１、２２　電圧変成器
２３、２４、２５　電流変成器
２６、２７、２８　測定段
２９、３０、３１　データ処理ユニット
３５、３６、３７　送信受信段
３８　データバス
３９　送信受信段
４０　中央の制御装置
４１　データ処理装置
４２　レリーズユニット
Ａ１～Ａ６　分岐路
ＡＧ１～ＡＧ６　分岐路保護装置
ＳＧ１　区間保護装置
Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４　スイッチ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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